
● 圧縮でどのようにデータ量を小さくす
るかを，代表的な音楽の圧縮方式であ
るMP3を例に説明する。

● MP3では人間が聞き取ることができ
ない音域の音や，ごく小さい音をカッ
トすることでデータ量を減らしている。

● 人間が聞き取ることのできる音域とい
われる20～20,000Hz以上の高音域の

音は，カットされても人間は気づかな
い。そのため，音質を落とさずにデー
タ量を小さくできる。

● MP3は無圧縮の場合と比べ，約1/10
のデータ量に抑えることができる。同
じ容量のプレーヤであれば，圧縮する
ことで約10倍の量の音楽を入れるこ
とができる。

● 音楽のファイル形式には，表にあるよ
うな複数の形式がある。

● 形式の違いは，圧縮・無圧縮の違いや，
開発した企業の違いなどによるもので
ある。

● おもな圧縮方式にはMP3，AAC，
WMAがある。

● AACはMP3の後継の圧縮方式で，
MP3とほぼ同じ音質でやや圧縮率が
高い。

● 無圧縮の場合は，データ量は大きいが
音質はよいという特徴がある。WAVE
やAIFFなどがある。2つの形式の違
いは，開発した企業の違いである。

● ディジタル化された楽曲は，コピーし
ても音質の劣化がない。

● そのため，オリジナルと同じ質のコピ
ーを簡単につくることができる。

● 音質の劣化がないという長所を利用し
て，オリジナル版の不正コピーや海賊
版がつくられることも多い。

● 海賊版とは，著作物を著者や出版社に
無許可で複製したもののことである。

● もちろん個人で使用する以外でこのよ
うなコピーを行うことは法律違反とな
る。不正コピーが横行している現状を
変えるしくみが求められている。

● 楽曲データが不正にコピーされると，
楽曲販売業者や楽曲製作者の利益と権
利を侵害することになり得る。

● そのため不正コピーを法律で規制する
だけでなく，技術的に不正コピーを防
ぐことも必要となってくる。

● このような不正対策技術をディジタル
著作権管理（DRM）といい，一般的に

普及している。

● DRMでは，コピー回数を制限したり，
再生できる機器を限定したりする対策
がとられている。

● DRMについてインターネットで調べ
る。
「DRMの例として，ディジタル放送
の不正コピーを防ぐ技術にはどのよう
な技術がありますか？インターネット
を使って調べてください」。

→「ダビング回数を制限するダビング
10という技術がある」など。

● 携帯型音楽プレーヤなどの小さな音楽

プレーヤに多くの楽曲が保存できるの
は，ディジタル化のおかげである。

● そのいっぽう，ディジタル化された楽
曲は複製しやすいため，不正にコピー
されることも多い。それを防ぐ技術も
必要不可欠である。
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「みなさんは，普段どうやって音楽を
聴いていますか？」

→「CDをステレオで」，「スマートフォ
ンで」，「携帯型音楽プレーヤで」など。

● たとえばスマートフォンや携帯型音楽
プレーヤの場合，8GBのメモリを持
つプレーヤであれば，約2000曲のデ
ータを入れることができる。

● この小さな機械にたくさんの音楽を保
存できるのは，ディジタル技術と深い
関係がある。

● 本時では，携帯型音楽プレーヤのしく
みについて学習していく。

音楽プレーヤのしくみp.60-61

● 携帯型音楽プレーヤを使うときのイメ
ージを図で確認する。

● 現在普及している携帯型音楽プレーヤ
は，曲の情報をディジタルデータとし
て扱っているものが多い。

● これらの携帯型音楽プレーヤは，購入
したときには何のデータも入っていな
い空っぽの状態である。

● ここにインターネットやステレオから
曲を入れて，プレーヤの中で保存し，
その曲を再生させてヘッドフォンから
音楽を聴いている。

● この流れを，入力と出力に分けて見て
いく。

● 音楽データは，音楽配信サイトから直
接ダウンロードする場合，ディジタル
データをそのままコピーすることにな
る。

● しかし，ステレオなどから音楽を入力
するときは，アナログ信号からディジ
タル化する必要がある。

● このアナログ信号からディジタル化す

ることをA/D変換という。

● 「Analog」の頭文字Aと「Digital」
の頭文字DをとってA/D変換と書く。

● このように携帯型音楽プレーヤは，音
楽をディジタルデータとして保存して
いる。

● 次に再生のしくみを見ていく。

● 音楽プレーヤの中には音楽がディジタ
ルデータとして保存されている。

● わたしたちは，このデータを直接音楽
として聴くことができないので，アナ
ログ信号に変換する必要がある。

● このディジタルデータをアナログ信号

に変換することをD/A変換という。

● 「Digital」から「Analog」に変換す
るのでD/A変換と書く。

● このアナログ信号をヘッドフォンやス
ピーカに送り，さらに電気信号を空気
の振動に変えて，音楽として聴いてい
る。

● 音声データは数値データやテキストデ
ータに比べて，データ量が大きい。

● たとえば，圧縮されていない5分間の
音楽データであれば約50MBのデータ
量になる。

● これは文字データ約2,600万文字分に
相当するデータ量である。

● そのため，圧縮してデータ量を小さく 
する必要がある。

● 圧縮方式には，MP3，AAC，WMA
などがある。

● データ量が大きい無圧縮のデータでも，
音声データの保存，再生はできる。
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❻

❼

❽

❾

10

①逆に10進法から２進法に変換す
るにはどうすればいいか。これも
余りのある割り算を続けることで
変換することができる。
②たとえば，10進法の11を２進法
に変換する場合，余りを出して答
えをどんどん割っていく。
　 11÷2＝5　余り１
　　5÷2＝2　余り１

　　2÷2＝1　余り０
　　1÷2＝0　余り１
　とし，下から1011となる。
③割り切れるときに余り０を，また，
最後の１は「０余り１」となるこ
とに注意する。

①16進法から２進法に変換してみ
る。このやり方は２進法を16進
法に変換する方法の逆を行えばよ
い。
②16進法の各桁の数をそれぞれ２
進法４桁に変換すればよい。
③たとえば，16進法の６は２進法で
は110，16進法のＡは10進法で
は10であるので，２進法では1010，

よって（6A）16＝（1101010）2とな
る。
④コンピュータは２進法で命令を処
理するが，人間は２進法で命令を
出すのがたいへんである。10進
法から２進法に変換するよりも
16進法のほうが変換しやすいの
で，よく使われる。

①次に16進法について考えてみる。
16進法とは，16ごとに数が繰り
上がっていくしくみである。10
進法では10ごとに繰り上がって
いったが，16進法での「じゅう」
から「じゅうご」では，まだ16
集まっていないため，繰り上がる
ことができない。
②そのため，表のように10から15

をＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆを用い
てあらわしている。
③16進法は２進法ととても相性が
よく，このように２進法を４桁ず
つに区切って，簡単に16進法に
変換することができる。４桁にな
らないときは０を補えばよい。

①実際に演習として，チャレンジ
29に取り組みなさい。次の数を
指定された形に変換しなさい。

　① （10）16＝（10000）2

　② （1100001）2 ＝64×1＋32×1＋1
＝（97）10

　③ （423）10＝（110100111）2

　④ （1100001）2＝（61）16

※たとえば，①と④を比べさせて，

10進法で扱うのと16進法で扱う
のでは，どちらがよりよいかを比
較させるということも考えられる。

①ディジタルデータはデータの加工
や編集が容易で，異なる種類の
データが統合でき，複製による劣
化がなく，さまざまな記録メディ
アに保存できるという特徴がある。
②コンピュータはディジタルデータ
を扱っている。
③とくに，内部では０と１の２進法
で計算したり，情報を扱ったりし

ている。
④人間はおもに10進法を扱ってい
るので，２進法でコンピュータに
命令を出すのは困難である。そこ
で，２進法の代わりに16進法を
用いて，コンピュータに命令を出
すこともある。
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❶

❷

❸

❹

❺

p.130−131

①本時はディジタルの特徴について
学習する。教科書p.130を読みな
さい。

②わたしたちの身のまわりにある長
さや重さ，時間，温度などの量は，
連続する量である。

③この連続する量を一定間隔に区
切って，数値を用いてあらわす方
法をディジタル，区切らないであ

らわす方法をアナログという。
④教科書p.130本文下のイラストで
は温度計を比べているが，数字を
0.1℃ごとに区切って表示するの
はディジタル，温度計の中のアル
コールの長さで温度をあらわすの
はアナログの表現といえる。

①絵をコピー機でコピーし，そのコ
ピーをまたコピーし…と繰り返し
ていくと，絵はだんだんどうなっ
ていきますか？

→「汚くなる」「粗くなる」
②つまり，ノイズが入って劣化する
ということである。しかし，ディ
ジタルデータなら，コピーし続け
た画像でも鮮明で劣化がない。

③保存するときは，文字なら紙に，
写真ならアルバムに，音楽はカセッ
トテープにと，アナログデータは
データの種類ごとに別々に保存し
ていたが，ディジタルデータでは
文字も音声も画像も動画も，USB
メモリやDVDなど，１つの記録
メディアに保存できる。

①ディジタルデータの特徴をアナロ
グデータと比較して考える。

②みなさんが自分のノートの内容を
修正したり，図の配置を変えたり，
別のノートに移したいとき，どう
しますか？

→「消して書く」「コピーする」
③消しゴムで消して書き直したり，
コピー機を使うにしても，修正個

所をハサミで切ったりはったりす
るのは手間がかかる。
④これがディジタルデータなら，た
とえば文書処理ソフトウェアで簡
単に加工・編集ができる。
⑤さらにディジタルデータは文字，
画像，音声や動画などの異なる種
類のデータを統合して扱える。

①コンピュータの内部では，０と１
で数をあらわす２進法によって計
算や記録が行われている。

②この数字の桁数のことをビット数
という。たとえば，１桁ならば１
ビット，４桁ならば４ビット，８
桁ならば８ビットである。８ビッ
トになると，情報量をあらわす１
バイトになる。

③それぞれの桁の数値は０か１の２
種類なので，そのパターンの数で
さまざまな情報を割り当てたり区
別したりしている。
④「1010」をパッと見たとき，10
進法なのか，２進法なのかわから
ないと困るので，２進法では数字
をかっこで囲み，右下に２と添え
てあらわす。

①わたしたちが普段使っている10
進法では，０，１，２，３，４，５，６，
７，８，９の次に位が上がって10
となるが，２進法では０と１しか
ないので，０，１の次は10となる。
10進法では位の重みが10の累乗
で，１，10，100となっているが，
２進法では，２の累乗で１，２，４，
８という形になる。

②たとえば（1011）2の場合，右か
ら１が１個，２が１個，４が０個，
８が１個と考え，8＋0＋2＋1＝
11とすることによって10進法に
変換できる。
③すなわち，桁の重みをしっかり理
解すれば，２進法を簡単に10進
法に変換できる。



● コンピュータ本体に周辺機器を接続す
ることによって，コンピュータをより
多用途に利用できる。

「どんな周辺機器がどんな用途に利用
できると思いますか？」

→「イメージ・スキャナは画像の読み込
みに利用でき，バーコードリーダはバ
ーコードの取り込みに利用できる」。

● コンピュータ本体と周辺機器を接続す
るためには，インタフェースが必要で
ある。インタフェースとは，2つのも
のの間にあって情報や信号のやり取り
を仲立ちする部分のことである。

注）ここで用いられているインタフェー
スとは，ハードウェアインタフェース
のことである。それとは別に，ソフト
ウェアインタフェースやユーザインタ
フェースもある。

● コンピュータ本体と周辺機器を接続す
るインタフェースにはさまざまなもの
がある。

「どんな周辺機器の接続にどんなイン
タフェースが用いられていますか？」

→「プリンタではUSB，ディスプレイ
ではHDMI，DVI，D-Subなど」。

● 接続する機器ごとにインタフェースが

異なるのは不便なので，多くの企業が
共同でUSBというインタフェースを
開発した。

「USB開発以前は？」。
→「プリンタやマウスなどにそれぞれ異

なるインタフェースを用いていた」。

● USB標準化でさまざまな周辺機器が
簡単に接続できるようになった。

● さまざまなインタフェースについて調
べてみる。

● USBのコネクタの形状にもさまざま
なものがある。

　（実物があれば提示するとよい）

● USBの便利なところは，多数の機器
で簡単に接続できるところ，機器の動
作に必要な電源が取れるところ，電源

を入れたまま着脱が可能なところ，ス
マートフォン・タブレットにUSB機器
を接続できるところなど。

● HDMIとは，映像・音声をディジタル
信号で伝送するインタフェースである。
特徴は，映像・音声・制御信号の伝送を
まとめてできること，映像・音声の通
信による劣化が少ないことなど。

● Wi-FiやBluetoothなどの無線技術
が普及し，配線などが簡単になり，周
辺機器との接続が便利になった。

● Wi-Fiという規格（名称）は，業界団体
の「Wi-Fi Alliance」が，通信規格

「IEEE 802.11」の仕様通りにつくり，
他社の通信機器と正しく通信できるこ
とが保証された機器に対して使用を許
可している。

● Bluetoothも無線規格のひとつである。
ディジタル機器用近距離無線通信規格
であり，近距離の無線通信にしか使え
ないが，機器をコンパクトにし，消費
電力なども抑えることができる。

● Wi-Fiは安定して遠くでも通信できる
ような機器を，Bluetoothは近距離で
の通信で「使いやすさ」を求める機器
を対象としたものである。

● コンピュータはハードウェアとソフト
ウェアで構成されていることを理解し
たか。

● さらに，ソフトウェアはプログラム言
語で記述され，記憶装置に記録されて
いることを理解したか。

● コンピュータを構成する各装置の名称
と役割を理解したか。

● 周辺機器とコンピュータ本体はインタ
フェースで接続されることを理解した
か。

● インタフェースはUSBなどの統一規
格が開発され，より便利に接続できる
ようになったことを理解したか。 

● Wi-FiやBluetoothなどの無線技術
はどのようなものであるか理解したか。
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● コンピュータはハードウェアといわれ
る装置と，コンピュータを動作させる
ための命令などを記述したソフトウェ
アといわれるもので構成されている。

● ハードウェアとは，コンピュータの機
械そのものやコンピュータに接続され
たさまざまな装置のことである。

● ソフトウェアとは，コンピュータにさ

まざまな処理をさせるためのプログラ
ムなどをいう。これらのプログラムは
プログラム言語で記述される。

「プログラム言語とは何？」
→「コンピュータへの命令や指示を記述

するためのもの」。

● プログラムはデータと同様に記憶装置
に記録されている。

コンピュータの動作のしくみp.14-15

● コンピュータを構成する5つの装置と
は，入力装置，出力装置，演算装置，
制御装置，記憶装置をいう。

　入力装置… キーボードやマウスなど
（データを入力する）

　出力装置… ディスプレイやプリンタな
ど（データを出力する）

　演算装置… CPU（計算の命令を処理
する）

　制御装置… CPU（各装置に指示を与

え動作させる）
　記憶装置… メインメモリ（主記憶装置），

ハードディスク，USBメ
モリなど（補助記憶装置）

「スライドの例以外の装置は？」
→「入力装置…イメージ・スキャナ，バ

ーコードリーダなど」，「出力装置…プ
ロジェクタなど」，「記憶装置…CD-
ROM，DVDなど」。

● コンピュータのCPUはデータの演算
や各装置の制御を担当する。

　CPU内部の写真などを参考に演算装
置と制御装置の説明を簡単に行う。

※くわしい説明は次回の学習で行う。

● CPUは演算と制御の機能を持ってい
るが，CPUが直接理解できるのは0
と1の組み合わせで表現された機械語
というプログラム言語のみである。

● CPUが直接理解し，実行できるプロ
グラム言語が機械語である。機械語は，
人間にはわかりにくいため，比較的人
間にもわかりやすい言語を用いてプロ
グラムすることが多い。

● 機械語に近いプログラム言語を低水準
言語と呼び，人間の言葉に近いプログ
ラム言語を高水準言語と呼ぶことがあ
る。

● 記憶装置はデータやプログラムを保存
するための装置である。

● 記憶装置には主記憶装置と補助記憶装
置がある。

● CPUが直接アクセスできる記憶装置
をメインメモリと呼ぶ。補助記憶装置
には，CPUは直接アクセスできない。

 

● 主記憶装置（メインメモリ）が保持して
いるデータやプログラムは，いったん
電源を切ると消えてしまう。

● ハードディスクやUSBメモリなどを
補助記憶装置と呼ぶ。

● 補助記憶装置は，電源が切れても記録
内容を保持できる。

● デスクトップパソコンの構成として，
コンピュータ本体にCPU，主記憶装
置と補助記憶装置が内蔵されている図
が示されている。

● さらに，出力装置としてディスプレイ
が，入力装置としてキーボードとマウ
スが本体に接続されている。

● 赤い矢印は，データの流れを示す。

● 携帯電話やスマートフォンは，内部の
基板上にCPUやメインメモリや補助
記憶用のストレージが搭載されている。

● エアコンに搭載されたコンピュータで
は，リモコンや赤外線センサ，温度セ
ンサが入力装置となり，コンプレッサ
ーや送風ファンなどを回すモーターが
出力装置となる。また，エアコン本体
にCPUやメモリが内蔵されている。
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